
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　異なる周波数帯で動作して小型化に好適な複

合アンテナにおいて、放射面積を犠牲にすることなく良

好なアイソレーション特性が得られるようにする。

【解決手段】　複合アンテナ１の誘電体基板２の片面に

は、第１の周波数帯で共振する第１の放射導体３と、第

１の放射導体３を間隙を存して環状に包囲する環状導体

４と、環状導体４を間隙を存して包囲し第１の周波数帯

よりも低周波な第２の周波数帯で共振する第２の放射導

体５とが、同心状にパターン形成されている。また、誘

電体基板２の他面には、第１の放射導体３のグラウンド

である第１の接地導体６と、第２の放射導体５のグラウ

ンドである第２の接地導体７とが、同心状にパターン形

成されている。環状導体４はビアホール１０を介して第

１の接地導体６と導通されており、第２の放射導体５の

内周縁部はビアホールを介して第２の接地導体７と導通

されている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ 点 給 電 に よ っ て 第 １ の 周 波 数 帯 で 共 振 す る 第 １ の 放 射 導 体 と 、 こ の 第 １ の 放 射 導 体 を
間 隙 を 存 し て 環 状 に 包 囲 す る 環 状 導 体 と 、 こ の 環 状 導 体 を 間 隙 を 存 し て 包 囲 し １ 点 給 電 に
よ っ て 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 よ り も 低 周 波 な 第 ２ の 周 波 数 帯 で 共 振 す る 第 ２ の 放 射 導 体 と 、
前 記 第 １ の 放 射 導 体 に 対 し て 略 平 行 に 並 設 さ れ た 第 １ の 接 地 導 体 と 、 前 記 第 ２ の 放 射 導 体
に 対 し て 略 平 行 に 並 設 さ れ た 第 ２ の 接 地 導 体 と を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 の
各 中 心 位 置 と 前 記 環 状 導 体 の 中 心 位 置 と を 略 合 致 さ せ る と 共 に 、 前 記 環 状 導 体 を 前 記 第 １
の 接 地 導 体 と 導 通 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 複 合 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 記 載 に お い て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 と 前 記 環 状 導 体 と が 誘 電 体 基
板 の 片 面 に 形 成 し た 導 体 パ タ ー ン か ら な る と 共 に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 接 地 導 体 が 前 記
誘 電 体 基 板 の 他 面 に 形 成 し た 導 体 パ タ ー ン か ら な り 、 か つ 、 前 記 誘 電 体 基 板 を 貫 通 す る 複
数 の ビ ア ホ ー ル に よ っ て 前 記 環 状 導 体 と 前 記 第 １ の 接 地 導 体 と を 導 通 さ せ た こ と を 特 徴 と
す る 複 合 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ の 記 載 に お い て 、 前 記 第 ２ の 放 射 導 体 の 内 周 縁 部 の 複 数 箇 所 を 前 記 第
２ の 接 地 導 体 と 導 通 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 複 合 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ の 記 載 に お い て 、 前 記 第 １ の 放 射 導 体 が 金 属 平 板 か ら な り 、 こ の 金 属 平 板 か ら
切 り 起 こ さ れ て 給 電 端 子 と し て 動 作 す る 金 属 片 に よ っ て 該 第 １ の 放 射 導 体 が 支 持 さ れ て い
る と 共 に 、 前 記 環 状 導 体 が 前 記 第 １ の 放 射 導 体 を 包 囲 す る 筒 状 に 形 成 さ れ た 金 属 板 か ら な
り 、 か つ 、 前 記 第 ２ の 放 射 導 体 が 前 記 環 状 導 体 よ り も 大 径 な 開 口 を 有 す る 金 属 平 板 か ら な
り 、 こ の 金 属 平 板 の 内 周 縁 部 か ら 切 り 起 こ さ れ て 前 記 第 ２ の 接 地 導 体 に 導 通 さ れ た 複 数 の
金 属 片 に よ っ て 該 第 ２ の 放 射 導 体 が 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 複 合 ア ン テ ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 異 な る 周 波 数 帯 で 動 作 す る 複 数 の ア ン テ ナ 素 子 を 一 体 化 し た 複 合 ア ン テ ナ に
係 り 、 特 に 、 車 載 用 等 に 好 適 な 小 型 の 複 合 ア ン テ ナ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ５ ． ８ Ｇ Ｈ ｚ 帯 の 円 偏 波 を 使 用 す る Ｅ Ｔ Ｃ （ 自 動 料 金 収 受 シ ス テ ム ） 用 ア ン テ ナ
や 、 １ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ 帯 の 円 偏 波 を 使 用 す る Ｇ Ｐ Ｓ （ 全 地 球 測 位 シ ス テ ム ） 用 ア ン テ ナ を 搭 載
し た 自 動 車 が 急 速 に 増 加 し て い る 。 し か し な が ら 、 単 体 の Ｅ Ｔ Ｃ 用 ア ン テ ナ と 単 体 の Ｇ Ｐ
Ｓ 用 ア ン テ ナ と を 別 々 に 搭 載 す る と 、 広 い 取 付 ス ペ ー ス が 必 要 と な り 取 付 作 業 も 煩 雑 に な
る た め 、 従 来 よ り 、 複 数 種 類 の ア ン テ ナ 素 子 を 一 体 化 し た 複 合 ア ン テ ナ が 種 々 提 案 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 従 来 の 複 合 ア ン テ ナ の 一 例 と し て 、 誘 電 体 基 板 上 に パ タ ー ニ ン グ さ れ る 第 １ の 放
射 導 体 と 第 ２ の 放 射 導 体 と を 横 並 び の 位 置 関 係 に 設 定 し 、 各 放 射 導 体 を 別 々 に 給 電 す る と
い う 単 純 な 構 成 の も の も あ る が 、 こ う す る と 誘 電 体 基 板 に 広 い 面 積 が 必 要 と な る た め 小 型
化 が 困 難 と な る 。 ま た 、 横 並 び で 隣 接 す る ア ン テ ナ 素 子 ど う し の ア イ ソ レ ー シ ョ ン が 確 保
し に く い こ と か ら 、 所 望 の ア ン テ ナ 性 能 を 得 る た め に は 第 １ の 放 射 導 体 と 第 ２ の 放 射 導 体
を 十 分 に 離 隔 さ せ な け れ ば な ら ず 、 こ の 点 で も 小 型 化 に は 不 利 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 従 来 、 誘 電 体 基 板 上 に 、 第 １ の 周 波 数 帯 で 共 振 す る 第 １ の 放 射 導 体 と 、 第 １ の 放
射 導 体 を 所 定 間 隔 を 存 し て 包 囲 し 第 ２ の 周 波 数 帯 で 共 振 す る 第 ２ の 放 射 導 体 と を パ タ ー ン
形 成 し 、 各 放 射 導 体 を 別 々 に 給 電 す る よ う に 構 成 し た 複 合 ア ン テ ナ が 提 案 さ れ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ こ で 、 第 １ の 周 波 数 帯 は 第 ２ の 周 波 数 帯 よ り も 高 周 波 で あ り
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、 例 え ば 第 １ の 周 波 数 帯 が Ｅ Ｔ Ｃ 用 の ５ ． ８ Ｇ Ｈ ｚ 帯 で あ っ て 、 第 ２ の 周 波 数 帯 が Ｇ Ｐ Ｓ
用 の １ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ 帯 で あ る 。 ま た 、 第 １ の 放 射 導 体 と 第 ２ の 放 射 導 体 の 給 電 点 に は そ れ ぞ
れ 給 電 ピ ン が 接 続 さ れ て お り 、 誘 電 体 基 板 の 反 対 側 の 面 に は 接 地 導 体 が パ タ ー ン 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 概 略 構 成 さ れ た 複 合 ア ン テ ナ は 、 第 ２ の 放 射 導 体 の 中 央 部 に 第 １ の 放 射 導 体
よ り も 大 径 な 開 口 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 開 口 内 に 配 置 さ れ た 第 １ の 放 射 導 体 の 中 心 位 置
が 第 ２ の 放 射 導 体 の 中 心 位 置 と 略 合 致 さ せ て あ る の で 、 各 放 射 導 体 と 平 行 な 面 内 方 向 で の
無 指 向 性 を 損 な わ ず に 、 内 側 の ア ン テ ナ 素 子 と 外 側 の ア ン テ ナ 素 子 を 異 な る 周 波 数 帯 で 動
作 さ せ る こ と が で き 、 ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 が 改 善 し て い る 。 ま た 、 第 １ の 放 射 導 体 の 周
囲 に 第 ２ の 放 射 導 体 を 配 置 さ せ て い る た め 、 誘 電 体 基 板 上 の 限 ら れ た ス ペ ー ス に 第 １ お よ
び 第 ２ の 放 射 導 体 を 効 率 よ く 配 置 さ せ る こ と が で き 、 小 型 化 も 図 り や す く な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ５ ２ ４ ３ １ 号 公 報 （ 第 ３ － ４ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 、 第 １ の 放 射 導 体 を 所 定 間 隔 を 存 し て 第 ２ の 放 射 導 体 が 包 囲 す る と い う
構 成 を 採 用 し た 従 来 の 複 合 ア ン テ ナ は 、 ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 や 小 型 化 を 改 善 す る こ と が
可 能 で あ る が 、 こ の 種 の 複 合 ア ン テ ナ に お い て 内 側 の 第 １ の 放 射 導 体 と 外 側 の 第 ２ の 放 射
導 体 と の 間 隔 が 狭 い と 、 第 １ の 放 射 導 体 の 外 周 部 で 発 生 す る 電 界 が 第 ２ の 放 射 導 体 側 へ 拡
散 し や す く な る た め 、 共 振 周 波 数 の 高 い 内 側 の ア ン テ ナ 素 子 の 性 能 が 劣 化 し て し ま う 。 し
た が っ て 、 ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 を 向 上 さ せ る た め に は 、 第 ２ の 放 射 導 体 の 中 央 部 の 開 口
を 大 き く 形 成 し て 両 放 射 導 体 の 間 隔 を 広 げ な け れ ば な ら な い が 、 こ う す る と 第 ２ の 放 射 導
体 の 放 射 面 積 が 低 減 す る た め 利 得 が 下 が っ て し ま う 。 つ ま り 、 従 来 の こ の 種 の 複 合 ア ン テ
ナ で は 、 放 射 面 積 を 犠 牲 に し な い と 良 好 な ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 が 得 ら れ な い と い う 問 題
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 異 な る 周
波 数 帯 で 動 作 し て 小 型 化 に 好 適 で あ る と 共 に 、 放 射 面 積 を 犠 牲 に す る こ と な く 良 好 な ア イ
ソ レ ー シ ョ ン 特 性 が 得 ら れ る 複 合 ア ン テ ナ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 複 合 ア ン テ ナ で は 、 １ 点 給 電 に よ っ て 第 １ の 周 波 数
帯 で 共 振 す る 第 １ の 放 射 導 体 と 、 こ の 第 １ の 放 射 導 体 を 間 隙 を 存 し て 環 状 に 包 囲 す る 環 状
導 体 と 、 こ の 環 状 導 体 を 間 隙 を 存 し て 包 囲 し １ 点 給 電 に よ っ て 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 よ り も
低 周 波 な 第 ２ の 周 波 数 帯 で 共 振 す る 第 ２ の 放 射 導 体 と 、 前 記 第 １ の 放 射 導 体 に 対 し て 略 平
行 に 並 設 さ れ た 第 １ の 接 地 導 体 と 、 前 記 第 ２ の 放 射 導 体 に 対 し て 略 平 行 に 並 設 さ れ た 第 ２
の 接 地 導 体 と を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 の 各 中 心 位 置 と 前 記 環 状 導 体 の 中 心
位 置 と を 略 合 致 さ せ る と 共 に 、 前 記 環 状 導 体 を 前 記 第 １ の 接 地 導 体 と 導 通 さ せ る 構 成 と し
た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 内 側 の 第 １ の 放 射 導 体 と 外 側 の 第 ２ の 放 射 導 体 と の 間 に 環 状 導 体 を 設 け 、 こ
の 環 状 導 体 を 第 １ の 放 射 導 体 の グ ラ ウ ン ド で あ る 第 １ の 接 地 導 体 と 導 通 さ せ て お け ば 、 第
１ の 放 射 導 体 の 外 周 部 で 発 生 す る 電 界 は 環 状 導 体 に シ ー ル ド さ れ て 第 ２ の 放 射 導 体 側 へ は
ほ と ん ど 拡 散 し な く な る の で 、 第 １ の 放 射 導 体 と 第 ２ の 放 射 導 体 と の 間 隔 を 特 に 広 げ な く
て も 良 好 な ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 が 得 ら れ る 。 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 の 各 中 心
位 置 と 環 状 導 体 の 中 心 位 置 と が 略 合 致 さ せ て あ る の で 、 各 放 射 導 体 と 平 行 な 面 内 方 向 で の
無 指 向 性 が 損 な わ れ る こ と は な く 、 ス ペ ー ス フ ァ ク タ も 良 好 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 か か る 構 成 の 複 合 ア ン テ ナ は 例 え ば 誘 電 体 ア ン テ ナ で あ れ ば よ く 、 そ の 場 合 、 前 記 第 １
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お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 と 前 記 環 状 導 体 と が 誘 電 体 基 板 の 片 面 に 形 成 し た 導 体 パ タ ー ン か ら
な る と 共 に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 接 地 導 体 が 前 記 誘 電 体 基 板 の 他 面 に 形 成 し た 導 体 パ タ
ー ン か ら な り 、 か つ 、 前 記 誘 電 体 基 板 を 貫 通 す る 複 数 の ビ ア ホ ー ル に よ っ て 前 記 環 状 導 体
と 前 記 第 １ の 接 地 導 体 と を 導 通 さ せ て お く こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 か か る 構 成 の 複 合 ア ン テ ナ に お い て 、 前 記 第 ２ の 放 射 導 体 の 内 周 縁 部 の 複 数 箇 所
を 前 記 第 ２ の 接 地 導 体 と 導 通 さ せ て お け ば 、 該 導 通 箇 所 を 適 宜 選 択 す る こ と に よ り 、 第 ２
の 放 射 導 体 内 に イ ン ピ ー ダ ン ス が ５ ０ オ ー ム と な る 給 電 点 を 設 定 す る こ と が で き る た め 、
イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 回 路 を 別 途 形 成 す る こ と な く １ 点 給 電 が 行 え 、 給 電 パ タ ー ン を 別 途 形
成 し て 電 磁 結 合 に よ る 給 電 を 行 う 必 要 も な く な る 。 そ れ ゆ え 、 複 合 ア ン テ ナ の 構 造 の 簡 素
化 お よ び 低 コ ス ト 化 を 促 進 す る う え で 好 ま し い 。 特 に 、 複 合 ア ン テ ナ を 板 金 ア ン テ ナ と し
た 場 合 に は 、 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン が 期 待 で き る 。 そ の 場 合 、 第 １ の 放 射 導 体 が 金 属 平 板 か
ら な り 、 こ の 金 属 平 板 か ら 切 り 起 こ さ れ て 給 電 端 子 と し て 動 作 す る 金 属 片 に よ っ て 該 第 １
の 放 射 導 体 が 支 持 さ れ て い る と 共 に 、 環 状 導 体 が 第 １ の 放 射 導 体 を 包 囲 す る 筒 状 に 形 成 さ
れ た 金 属 板 か ら な り 、 か つ 、 第 ２ の 放 射 導 体 が 環 状 導 体 よ り も 大 径 な 開 口 を 有 す る 金 属 平
板 か ら な り 、 こ の 金 属 平 板 の 内 周 縁 部 か ら 切 り 起 こ さ れ て 第 ２ の 接 地 導 体 に 導 通 さ れ た 複
数 の 金 属 片 に よ っ て 該 第 ２ の 放 射 導 体 が 支 持 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 複 合 ア ン テ ナ に よ れ ば 、 内 側 の 第 １ の 放 射 導 体 と 外 側 の 第 ２ の 放 射 導 体 と の 間
に 設 け た 環 状 導 体 が 、 第 １ の 放 射 導 体 の グ ラ ウ ン ド で あ る 第 １ の 接 地 導 体 に 導 通 さ せ て あ
る の で 、 第 １ の 放 射 導 体 の 外 周 部 で 発 生 す る 電 界 は 環 状 導 体 に シ ー ル ド さ れ て 第 ２ の 放 射
導 体 側 へ は ほ と ん ど 拡 散 し な く な る 。 そ れ ゆ え 、 第 １ の 放 射 導 体 と 第 ２ の 放 射 導 体 と の 間
隔 を 広 げ て 放 射 面 積 を 犠 牲 に し な く て も 、 良 好 な ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 を 得 る こ と が で き
る 。 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 の 各 中 心 位 置 と 環 状 導 体 の 中 心 位 置 と が 略 合 致 さ せ
て あ る の で 、 各 放 射 導 体 と 平 行 な 面 内 方 向 で の 無 指 向 性 が 損 な わ れ る こ と は な く 、 ス ペ ー
ス フ ァ ク タ も 良 好 と な る 。 し た が っ て 、 異 な る 周 波 数 帯 で 動 作 し て 小 型 化 に 好 適 で あ る と
共 に 、 放 射 面 積 を 犠 牲 に す る こ と な く 良 好 な ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 が 得 ら れ る 複 合 ア ン テ
ナ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る と 、 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 例 に 係 る
複 合 ア ン テ ナ の 平 面 図 、 図 ２ は 図 １ の II－ II線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す 複 合 ア ン テ ナ １ に お い て 、 誘 電 体 基 板 ２ の 片 面 に は 第 １ の 放 射 導
体 ３ と 環 状 導 体 ４ お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 ５ が 同 心 状 に パ タ ー ン 形 成 さ れ て お り 、 誘 電 体 基
板 ２ の 他 面 に は 第 １ の 接 地 導 体 ６ と 第 ２ の 接 地 導 体 ７ と が 同 心 状 に パ タ ー ン 形 成 さ れ て い
る 。 第 １ の 放 射 導 体 ３ の 給 電 点 と 第 ２ の 放 射 導 体 ５ の 給 電 点 に は そ れ ぞ れ 誘 電 体 基 板 ２ を
貫 通 す る 給 電 ピ ン ８ ， ９ が 接 続 さ れ て お り 、 ま た 、 誘 電 体 基 板 ２ を 貫 通 す る 複 数 の ビ ア ホ
ー ル １ ０ に よ っ て 環 状 導 体 ４ と 第 １ の 接 地 導 体 ６ と が 導 通 さ れ て い る と 共 に 、 誘 電 体 基 板
２ を 貫 通 す る 複 数 の ビ ア ホ ー ル １ １ に よ っ て 第 ２ の 放 射 導 体 ５ の 内 周 縁 部 と 第 ２ の 接 地 導
体 ７ と が 導 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 放 射 導 体 ３ は 外 周 縁 部 に 一 対 の 切 欠 き （ 縮 退 分 離 素 子 ） ３ ａ を 有 す る 円 形 状 の 導
体 パ タ ー ン で あ り 、 １ 点 給 電 に よ っ て 第 １ の 周 波 数 帯 （ ５ ． ８ Ｇ Ｈ ｚ 帯 ） で 共 振 す る 。 環
状 導 体 ４ は 間 隙 を 存 し て 第 １ の 放 射 導 体 ３ を 包 囲 す る 円 環 状 の 導 体 パ タ ー ン で あ り 、 ビ ア
ホ ー ル １ ０ の 上 端 と 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 放 射 導 体 ５ は 、 外 形 が 正 方 形 状 で 隅 部 の ２ 箇
所 に 切 欠 き （ 縮 退 分 離 素 子 ） ５ ａ を 有 す る と 共 に 中 央 部 に 円 形 の 開 口 ５ ｂ を 有 す る 導 体 パ
タ ー ン で あ り 、 １ 点 給 電 に よ っ て 第 １ の 周 波 数 帯 よ り も 低 周 波 な 第 ２ の 周 波 数 帯 （ １ ． ５
Ｇ Ｈ ｚ 帯 ） で 共 振 す る 。 こ の 第 ２ の 放 射 導 体 ５ は 間 隙 を 存 し て 環 状 導 体 ４ を 包 囲 し て い る
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。 ま た 、 第 ２ の 放 射 導 体 ５ の 内 周 縁 部 は ビ ア ホ ー ル １ １ の 上 端 と 接 続 さ れ て い る 。 第 １ の
接 地 導 体 ６ は 第 １ の 放 射 導 体 ３ よ り も 若 干 大 径 な 導 体 パ タ ー ン で あ り 、 第 １ の 放 射 導 体 ３
に 対 し て 略 平 行 に 並 設 さ れ て い る 。 こ の 第 １ の 接 地 導 体 ６ の 外 周 縁 部 は ビ ア ホ ー ル １ ０ の
下 端 と 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 接 地 導 体 ７ は 第 ２ の 放 射 導 体 ５ よ り も 若 干 大 径 な 導 体 パ タ
ー ン で あ り 、 第 ２ の 放 射 導 体 ５ に 対 し て 略 平 行 に 並 設 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ の 接 地 導 体 ７
の 内 周 縁 部 は ビ ア ホ ー ル １ １ の 下 端 と 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 給 電 ピ ン ８ ， ９ は 第 １ の 接
地 導 体 ６ や 第 ２ の 接 地 導 体 ７ と は 導 通 さ れ て お ら ず 、 各 給 電 ピ ン ８ ， ９ の 下 端 が 図 示 せ ぬ
同 軸 ケ ー ブ ル を 介 し て 給 電 回 路 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 複 合 ア ン テ ナ １ は 、 給 電 ピ ン ８ か ら の 給 電 に よ り 第 １ の 放 射 導 体
３ が 第 １ の 周 波 数 帯 で 共 振 す る た め 、 内 側 の ア ン テ ナ 素 子 を Ｅ Ｔ Ｃ 用 の 円 偏 波 パ ッ チ ア ン
テ ナ と し て 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 給 電 ピ ン ９ か ら の 給 電 に よ り 第 ２ の 放 射 導 体
５ が 第 ２ の 周 波 数 帯 で 共 振 す る た め 、 外 側 の ア ン テ ナ 素 子 を Ｇ Ｐ Ｓ 用 の 円 偏 波 パ ッ チ ア ン
テ ナ と し て 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ れ ら ２ 種 類 の ア ン テ ナ 素 子 ど う し の ア イ
ソ レ ー シ ョ ン を 確 保 す る た め 、 複 合 ア ン テ ナ １ に は 、 第 １ の 放 射 導 体 ３ と 第 ２ の 放 射 導 体
５ と の 間 に 環 状 導 体 ４ が 設 け て あ り 、 こ の 環 状 導 体 ４ が 第 １ の 放 射 導 体 ３ の グ ラ ウ ン ド で
あ る 第 １ の 接 地 導 体 ６ に 導 通 さ せ て あ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ の 放 射 導 体 ３ の 外 周 部 で 発 生
す る 電 界 は 環 状 導 体 ４ に シ ー ル ド さ れ て 第 ２ の 放 射 導 体 ５ 側 へ は ほ と ん ど 拡 散 し な く な る
の で 、 良 好 な ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 が 得 ら れ る 。 つ ま り 、 環 状 導 体 ４ が 設 け ら れ て い な い
構 成 の 場 合 に は 、 所 要 の ア イ ソ レ ー シ ョ ン を 確 保 す る た め に 開 口 ５ ｂ を 大 径 化 し て 両 放 射
導 体 ３ ， ５ の 間 隔 を 広 げ な け れ ば な ら な い の で 、 第 ２ の 放 射 導 体 ５ の 放 射 面 積 が 低 減 し て
利 得 が 下 が っ て し ま う が 、 本 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ １ で は 、 第 １ の 接 地 導 体 ６ に
導 通 さ せ た 環 状 導 体 ４ が 両 放 射 導 体 ３ ， ５ の 間 に 設 け て あ る の で 、 放 射 面 積 を 犠 牲 に す る
こ と な く ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 の 向 上 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ １ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 ３ ， ５ の 各 中 心 位 置 と 環 状 導
体 ４ の 中 心 位 置 と が 合 致 さ せ て あ る の で 、 各 放 射 導 体 ３ ， ５ と 平 行 な 面 内 方 向 で の 無 指 向
性 が 損 な わ れ る こ と は な く 、 か つ 、 誘 電 体 基 板 ２ 上 に 効 率 よ く 両 放 射 導 体 ３ ， ５ と 環 状 導
体 ４ を 配 置 す る こ と が で き て 小 型 化 が 図 り や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ １ で は 、 第 ２ の 放 射 導 体 ５ の 内 周 縁 部 の 適 宜 箇 所 が ビ ア
ホ ー ル １ １ を 介 し て 第 ２ の 接 地 導 体 ７ に 導 通 さ せ て あ る の で 、 イ ン ピ ー ダ ン ス が ５ ０ オ ー
ム と な る 給 電 点 が 第 ２ の 放 射 導 体 ５ 内 に 設 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ れ ら 短 絡 用 の ビ ア
ホ ー ル １ １ が 存 し な い と 仮 定 し た 場 合 、 第 ２ の 放 射 導 体 ５ の 給 電 点 は 開 口 ５ ｂ 内 に な っ て
し ま う た め 、 １ 点 給 電 を 行 う た め に は イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 回 路 を 別 途 形 成 し な け れ ば な ら
な い 。 さ も な く ば 、 ９ ０ 度 位 相 差 回 路 を 別 途 形 成 し て ２ 点 給 電 を 行 う か 、 給 電 パ タ ー ン を
別 途 形 成 し て 電 磁 結 合 に よ る 給 電 を 行 う 必 要 が あ る 。 い ず れ に せ よ 、 回 路 構 成 の 複 雑 化 や
多 層 基 板 の 使 用 を 余 儀 な く さ れ る た め 、 製 造 コ ス ト は 大 幅 に 上 昇 し て し ま う 。 し か る に 、
第 ２ の 放 射 導 体 ５ の 内 周 縁 部 を 複 数 の ビ ア ホ ー ル １ １ を 介 し て 第 ２ の 接 地 導 体 ７ に 導 通 さ
せ る と 、 各 ビ ア ホ ー ル １ １ の 位 置 な ど に 応 じ て 給 電 点 イ ン ピ ー ダ ン ス が 変 化 す る た め 、 適
宜 箇 所 を 選 択 し て ビ ア ホ ー ル １ １ を 設 け る こ と に よ り 、 第 ２ の 放 射 導 体 ５ 内 に 給 電 点 を 設
定 す る こ と が 可 能 と な っ て 製 造 コ ス ト を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ の 要 部 断 面 図 で あ っ て 、 図 １ お よ び
図 ２ と 対 応 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て あ る た め 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ に 示 す 複 合 ア ン テ ナ ２ ０ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 放 射 導 体 ３ ， ５ や 環 状 導 体 ４ 等 を 金
属 板 に て 形 成 し た 点 が 、 第 １ 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ １ と 大 き く 異 な っ て い る 。 す
な わ ち 、 本 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ ２ ０ に お い て 、 第 １ の 放 射 導 体 ３ は 平 面 視 円 形
状 の 金 属 平 板 か ら な り 、 こ の 金 属 平 板 か ら 切 り 起 こ さ れ て 下 方 へ 延 び る 金 属 片 が 給 電 端 子
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２ １ と し て 動 作 し 、 給 電 端 子 ２ １ の 下 端 は 回 路 基 板 ３ ０ の 給 電 用 ラ ン ド ３ １ に 半 田 付 け さ
れ て い る 。 こ の 回 路 基 板 ３ ０ の 上 面 に は 第 １ の 放 射 導 体 ３ と 対 向 す る 領 域 に 第 １ の 接 地 導
体 ６ が パ タ ー ン 形 成 さ れ て お り 、 第 １ の 放 射 導 体 ３ を 包 囲 す る 円 筒 状 の 金 属 板 か ら な る 環
状 導 体 ４ が こ の 第 １ の 接 地 導 体 ６ の 外 周 部 に 半 田 付 け さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 放 射 導 体 ５
は 、 外 形 が 平 面 視 正 方 形 状 で 中 央 部 に 環 状 導 体 ４ よ り も 大 径 な 開 口 ５ ｂ を 有 す る 金 属 平 板
か ら な り 、 こ の 金 属 平 板 の 内 周 縁 部 か ら 切 り 起 こ さ れ て 下 方 へ 延 び る 複 数 の 金 属 片 が 短 絡
端 子 ２ ２ と し て 動 作 す る 。 そ し て 、 回 路 基 板 ３ ０ の 上 面 に は 第 ２ の 放 射 導 体 ５ と 対 向 す る
領 域 に 第 ２ の 接 地 導 体 ７ が パ タ ー ン 形 成 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ の 接 地 導 体 ７ の 内 周 部 に 各
短 絡 端 子 ２ ２ の 下 端 が 半 田 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ ２ ０ は 板 金 ア ン テ ナ な の で 、 第 １ お よ び 第
２ の 放 射 導 体 ３ ， ５ と 環 状 導 体 ４ と 給 電 端 子 ２ １ と 各 短 絡 端 子 ２ ２ を 全 て プ レ ス 加 工 等 に
よ っ て 容 易 に 形 成 す る こ と が で き 、 ま た 、 第 １ の 放 射 導 体 ３ を 給 電 端 子 ２ １ に よ っ て 支 持
す る こ と が で き る と 共 に 、 第 ２ の 放 射 導 体 ５ を 複 数 の 短 絡 端 子 ２ ２ に よ っ て 支 持 す る こ と
が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ ２ ０ は 、 部 品 コ ス ト や 組 立 コ ス ト の 削 減 が 図 り
や す く 、 極 め て 安 価 に 製 造 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は Ｅ Ｔ Ｃ 用 ア ン テ ナ や Ｇ Ｐ Ｓ 用 ア ン テ ナ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 円 偏
波 ア ン テ ナ に 限 定 さ れ る も の で も な い 。 例 え ば 、 Ｖ Ｉ Ｃ Ｓ （ 道 路 交 通 情 報 通 信 シ ス テ ム ）
用 の 直 線 偏 波 ア ン テ ナ を 組 み 込 ん だ 複 合 ア ン テ ナ に 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 に も 、 上 述 し た
各 実 施 形 態 例 と ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の II－ II線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ ， ２ ０ 　 複 合 ア ン テ ナ
　 ２ 　 誘 電 体 基 板
　 ３ 　 第 １ の 放 射 導 体
　 ４ 　 環 状 導 体
　 ５ 　 第 ２ の 放 射 導 体
　 ５ ｂ 　 開 口
　 ６ 　 第 １ の 接 地 導 体
　 ７ 　 第 ２ の 接 地 導 体
　 ８ ， ９ 　 給 電 ピ ン
　 １ ０ ， １ １ 　 ビ ア ホ ー ル
　 ２ １ 　 給 電 端 子
　 ２ ２ 　 短 絡 端 子
　 ３ ０ 　 回 路 基 板

10

20

30

40

(6) JP 2006-128902 A 2006.5.18



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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